
2　1章　胸部の立体解剖

立体モデル　─正面像─
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正面像

　この正面像を作るため，まず CTの各スライスのあらゆる構成成分を同定した．即ち，縦隔内臓器，

骨性胸壁の同定を行うとともに，肺野の肺動脈，肺静脈および気管支はその亜区域枝までを同定し

た．これを元にして，例えば，各スライス（5 mm間隔）の全ての肺動脈の成分を 1枚の正面像へプ

ロットして行き連続した肺動脈の像を作成した．これと同じ方法で肺静脈，気管支，大血管，食道

の正面像を作成したのち，肺野においては，その前後関係を検討しながら，肺動脈，肺静脈，気管

支の三要素がからみあった正面像を作成した．
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4　1章　胸部の立体解剖

立体モデル　─正面像を 30度傾けた図─
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正面像を 30度頃けた図

　前頁の正面像が CT画像の各スライス（5 mm間隔）の積み重ね像と考えると，あるスライスレベ

ルで切り離したとしても正面像では切り口が実際には観察できない．とすれば， この正面像をある

角度に傾ければそのスライスレベルの切り口を下から仰ぎ見ることができるわけで，前図の作業と

同じように各構成成分を 30度傾けた図に描き出した．すなわち，体の中心（椎体の前縁とした）よ

り手前にある構成成分は目線より上方へ，体中心の向こうにある構成成分は目線より下方へ，その

距離によって移動距離を算定した．このようにして移動させた各構成成分を再構築してこの図を完

成させた．次頁より胸部を頭側から 5 mmごとにスライスした CT像（肺野条件，縦隔条件）とその

模式図および，この仰ぎ見た図をそのスライスレベル以下を切り離して示した．但し，似たような

所見が続く部分は省略した．
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50　1章　胸部の立体解剖

レベル 23 中間気管支幹と舌区気管支のレベル（b）

（2）レベル 23

　レベル 21より l cm尾側のレベルでは，水平に走る右主肺動脈はみられなくなり，葉間部肺動脈

の横断像がみられるようになる．

　右側では肺門を構成する陰影は，肺門の最後部に中間気管支幹の輪状陰影，その右側に葉間部肺

動脈の横断像，さらに腹側では右肺野の側方から肺門に向かう V3bの帯状陰影がみられ，このレベ

ルにおける肺門の最も前部を構成している．

　右肺野では前部 2/3が S3で後部 1/3は S6 の領域となり，中間気管支幹の後方に B6aの横断像とそ

の外側に A6aと A6bが，さらに後方の末梢には V6aと V6bの帯状陰影がみられる．

　左肺門では最も後部で下葉気管支の輪状陰影が，その左側に舌区気管支の管状陰影がみられる．
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両気管支の分岐角には葉間部肺動脈が円形陰影としてみられ，そこから背側に向かう A6と A6bの帯

状陰影がみられる．その内側は B6から分岐した B6aが血管に伴走する．肺野の後方には V6aがみら

れる．また，肺野の腹側方に向かう A4+5とその分岐枝 A4aと A4bの帯状陰影が末梢に長く延びてい

るのがみられる．舌区気管支の腹側には左房に流入する左上肺静脈の一部が左側に突出してみられ

る．肺野の後部の 1/3が S6a，前 2/3が S4aと S4bの領域である．
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60　1章　胸部の立体解剖

レベル 28 右下肺静脈のレベル（a）
（左房のレベル）

21.  右下肺静脈のレベル

　中葉気管支の分岐から約 2 cm 尾側のスライスでは肺野から肺門に向かって流入する右下肺静脈が

描出される．このレベルでは左房に流入する下肺静脈を除き，大部分の気管支，動脈枝，静脈枝は

次第に分岐しながら尾側に向かって扇型の走行をとるようになる．したがってこれら気管支，血管

の陰影は横断または斜めのスライスとなり，下位のレベルほど縦隔から離れるとともに肺野には陰

影の分布が増える．

（1）レベル 28

　中葉気管支の分岐のレベルから 2 cm 尾側のレベルで，心陰影の最も後部に位置する左房の右側に

流入する右下肺静脈の流入部位が外側に向けた太い帯状の陰影としてみられる．その外側には B7お

よび B8，B9，B10の共通幹が輪状陰影としてみられる．この共通幹の外側には気管支を取り囲むよ
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うに腹側から反時計周りに A7，A8，A9 および A10の順で横断像がみられ，A8 から後外側方に延びる 

A8aの帯状陰影がみられる．肺野の中央やや前寄りの縦隔側には B5bの管状陰影がみられ，その周り

を取り囲むように内側に V5bと V5a，前部に A5b，外側に V4bがみられる．さらに外側方には B4bと

それに伴走する A4bの横断像がみられる．さらに肺野の前方には B5aと伴走する A5aがみられる．

　右肺野の前部 1/2は S4と S5で占め，後部 1/2は S7～ S10および S6の一部が占める．

　左側では下行大動脈の外側に肺底区気管支と分岐する B※が輪状陰影としてみられる．この気管支

の外側は肺底区動脈，背側は V6の横断像がみられる．肺野の後部には B6cの横断像と伴走する血管

の A6cの小円形陰影がみられる．肺野の前部では中央で縦隔寄りに B5，外側に A5，腹側に V5の横

断像がみられ，さらに前方では V4bの帯状陰影がみられる．
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